
新
京
極

社
寺

8フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

Free
Take

制　　作：Find You Digital
監　　修：渡部 幸恵
撮　　影：竹下さより
モ デ ル：中西ちさと（ウミ下着）
デザイン：根橋 聡子（Racine pont）
記事協力：西村由美子
後　　援：京都市

新京極 8社寺フォトブック

新京極公式サイト

新京極商店街Facebook ページ→www.facebook.com/shinkyogoku

御池通

烏
丸
通

新
京
極
通

河
原
町
通

木
屋
町
通

三条通

四条通

阪急河原町駅 9番出口

京まちなか新京極



誓
願
寺

ご利益…芸道上達・恋愛成就
　　　  心願成就

C 0 N T E N T S

P4

御朱印帳を持って出かけませんか？P20
新京極御朱印コレクションP21

新京極8社寺マップP22 P23
WEB告知・FacebookP24

誠
心
院

ご利益…知恵授け・恋授け

P6

西
光
寺 

寅
薬
師

ご利益…開運厄除・無病息災

P8
蛸
薬
師
堂 

永
福
寺

ご利益…病気平癒
 厄難消除

P10
錦
天
満
宮

ご利益…知恵・学問・商才・招福
 厄除け・災難除け

P16

安
養
寺 

倒
蓮
華

ご利益…無病息災・家運隆盛
 祈願成就

P12
善
長
寺

ご利益…無病息災・延命
 くさ（ふきでもの）よけ

P14

染
殿
院

ご利益…子宝・安産

P18



45

芸 

道 

上 

達

「
た
だ
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」

　天
智
天
皇
四
年（
六
六
五
）、天
皇
の

願
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
像
を
造
立

し
、奈
良
に
寺
を
建
て
て
像
を
安
置
、

誓
願
寺
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。

の
ち
、長
岡
京
か
ら
上
京
区
の
元
誓

願
寺
通
小
川
に
移
り
、さ
ら
に
現
在

地
に
移
る
。鎌
倉
時
代
に
法
然
上
人

が
参
籠
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
浄
土
宗

の
寺
と
な
り
、以
来
念
仏
の
大
道
場
と

し
て
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　落
語
の
祖
と
呼
ば
れ
る「
策
伝
上

人
」や
謡
曲「
誓
願
寺（
世
阿
弥
作
）」

に
謡
わ
れ
る
な
ど
、落
語
発
祥
の
寺
、

芸
道
上
達
の
寺
と
し
て
も
広
く
信
仰

を
集
め
て
い
る
。

扇に芸道上達の祈願を
書き込めます。

龍の口からお清めの
お水が。

表紙に和泉式部
の箔押しがされて
いるオリジナル
御朱印帳。
￥1,000

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・
・・・・・

・・・

誓
願
寺

誓願寺
せいがんじ 中京区新京極通三条下ル桜之町453

TEL.075-221-0958　URL www.fukakusa.or.jp
拝観・開館時間 9：00～17：00　休日・休館　無休

落語発祥のお寺で
芸道上達を祈願！
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和
泉
式
部
が
初
代
住
職

恋
・
知
恵
授
け
の
お
寺

　
平
安
時
代
中
期
、宮
廷
で
女
流
文

芸
が
花
開
い
た
時
代
、そ
の
奔
放
な

生
き
方
と
華
麗
な
歌
の
詠
み
ぶ
り
で

強
烈
に
光
を
放
っ
た
歌
人
、和
泉
式

部
の
た
め
に
、関
白
藤
原
道
長
が
今

の
府
立
医
大
付
近
に
あ
っ
た
東
北
院

内
に
小
庵
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
。和
泉
式
部
は
老
後
を
こ
の
庵

に
住
み
、そ
の
死
後
、法
名
の
誠
心
院

を
と
っ
て
寺
名
と
し
て
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。「
あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世
の
ほ
か

の
思
い
出
に
今
ひ
と
た
び
の
あ
ふ
こ
と

も
が
な
」

幕末の大火で消失した
神変大菩薩像（木造）を
再興したもの。

水かけの行者
神変大菩薩像

知恵授け・恋授け
鈴成り輪

和泉式部の古い灯篭の竿と台座
を使った、鈴なりの輪。 魔尼車と
も呼ばれ、一回回せば経典を一回
読誦した功徳が得られます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・

・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・

・・
・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

恋愛成就！
お願いします！！ 誠

心
院

誠心院
せいしんいん 新京極六角下る中筋町487

TEL.075-221-6331　URL www.seishinin.or.jp
拝観・開館時間 7：00～19：00　休日・休館　無休

6



89

とらやくし

優しいご住職さんに
御朱印も書いていた
だけます。

本堂にお参りの際は、
一声おかけください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・・

西
光
寺 

寅
薬
師

西光寺 寅薬師

さいこうじ 京都市中京区新京極通蛸薬師上る中筋町495
TEL.075-211-1938
拝観・開館時間 10：00～16：30　休日・休館　無休

京
都
十
二
薬
師
霊
場

第
十
一
番
霊
場

　西
光
寺
の
通
称
名
は
、本
尊
阿
弥

陀
如
来
の
右
側
に
安
置
す
る
寅
薬
師

如
来
像
に
由
来
す
る
。像
は
弘
法
大

師
の
作
と
伝
わ
れ
、成
就
し
た
の
が

寅
の
日
、寅
の
刻
に
あ
た
る
こ
と
か
ら

寅
薬
師
と
呼
ば
れ
、宮
中
で
歴
代
天

皇
の
信
仰
を
集
め
、弘
安
三
年
西
光

寺
に
下
げ
渡
さ
れ
た
。寅
薬
師
如
来

は
昔
か
ら
開
運
繁
栄
の
運
気
を
授

け
、無
病
息
災
、病
気
平
癒
の
御
利

益
を
与
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
、ま
た

寅
年
生
ま
れ
の
守
護
佛
と
し
て
深
く

信
仰
さ
れ
て
い
る
。

寅年生まれの人は、

さらにご利益が。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・・・

・
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病
気
平
癒
・
厄
難
消
除

「
蛸
薬
師
如
来
さ
ま
」

　蛸
薬
師
通
り
の
名
を
生
ん
だ
程
、

広
く
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
町
堂

で
、古
く
は
蛸
の
絵
馬
を
奉
納
す
る

習
わ
し
が
あ
っ
た
と
い
う
。蛸
薬
師
と

称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、か
つ
て
こ
の
寺

に
い
た
親
孝
行
な
僧
が
病
身
の
母
の

求
め
で「
タ
コ
」を
買
っ
た
が
見
と
が
め

ら
れ
、進
退
に
つ
ま
っ
た
僧
が
日
頃
信

仰
す
る
薬
師
如
来
に
祈
念
し
た
と
こ

ろ
、タ
コ
は
薬
師
経
に
変
わ
り
、ま
た

母
の
病
が
癒
え
た
と
い
う
、こ
の
説
が

一
番
有
名
で
あ
る
。

願いがかなうと言われて
いるミラクルイナリ！

この蛸をなでると、全て
の病気が治ると言われ
ています。

本堂の奥も参拝できます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・

・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・
・・・・

・・・・・・

蛸をなでて

病を吹っ飛ばせ！！

蛸
薬
師
堂 

永
福
寺

えいふくじ

蛸薬師堂 永福寺

たこやくしどう 中京区新京極蛸薬師東側町503
TEL.075-255-3305　URL www7a.biglobe.ne.jp/̃takoyakusido/
拝観・開館時間 8：00～17：00　休日・休館　無休

10
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よくみると台座の
蓮華が逆さまに
なっています。

中にひっそりとたたずむお
地蔵様。忘れずにお参りし
ておきましょう。
御朱印もいただけますよ。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・

安
養
寺

安養寺
あんようじ 中京区新京極蛸薬師下る東側町

TEL.075-221-4850　
拝観・開館時間 9：00～16：00　休日・休館　無休

女
人
往
生

「
逆
蓮
華
の
阿
弥
陀
様
」

　本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
の
蓮
華
の
台

座
が
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、倒
蓮
華
寺（
さ
か
れ
ん
げ
）と
呼

ば
れ
て
い
る
、古
い
由
緒
を
も
つ
寺
で

あ
る
。伝
え
に
よ
る
と
平
安
中
期
の

寛
和
年
間
に
恵
心
僧
都（
源
信
）が

今
の
奈
良
県
當
麻（
た
い
ま
）に
建
て

た
華
台
院
は
当
寺
の
始
ま
り
と
い

う
。華
台
院
は
恵
心
僧
都
の
妹
、安

養
尼
に
ひ
き
継
が
れ
て
安
養
寺
と
名

を
改
め
、平
安
後
期
に
京
都
に
移
さ

れ
た
。

女性の信仰が

多いそうですよ！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・
・・・・・・



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・
・・・・・・・

1415

肌
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
利
益

「
く
さ
が
み
さ
ん
」

　善
長
寺
は
永
正
の
初
め
に
忍
想
上

人
に
よ
り
綾
小
路
室
町
善
長
寺
町
に

創
建
さ
れ
、天
正
十
九
年
に
豊
臣
秀

吉
の
名
で
現
在
地
に
移
転
、徳
川
家

康
上
洛
の
折
の
定
宿
で
あ
っ
た
。地
蔵

堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
秘
仏
地
蔵
菩
薩

は
鎮
護
国
家
、無
病
息
災
、延
命
の

守
護
仏
と
し
て
深
く
信
仰
さ
れ
、瘡

神
と
い
わ
れ
る
大
原
大
明
神
の
直
作

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
く
さ（
ふ
き
で

も
の
）」の
神
さ
ん
、「
く
さ
が
み
さ
ん
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

徳川家康の定宿だった
名残が残る、落ち着い
た雰囲気のお寺です。

瘡神 （くさがみ）さん。
今の言葉で言えば「湿
疹の平癒」。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・

・・
・・・

・・・・・・・

商店街から

小道を抜けた先に

ありますよ！

お肌が気になる
女の子にオススメ！

善
長
寺

善長寺　
ぜんちょうじ 中京区新京極通蛸薬師下ル東側町518

TEL.075-221-4992
拝観・開館時間 8：00～17：00　休日・休館　無休
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知
恵
・
学
問
・
商
才
の
神
様

「
錦
の
天
神
さ
ん
」

　繁
華
街
唯
一
の
鎮
守
社
。昔
か
ら

「
知
恵
・
学
問
・
商
才
の
神
」と
し
て

全
国
か
ら
参
拝
で
賑
わ
う
。境
内
に

は
四
季
の
花
が
咲
き
、安
産
塩
竃
神

社
・
日
乃
出
稲
荷
な
ど
も
あ
る
。京

の
ど
真
ん
中
に「
京
の
名
水
」も
湧

出
。古
い
懸
額
・
唐
獅
子
・
随
心
も
あ

り
、寺
町
の
鳥
居
は
民
家
に
突
っ
込

ん
で
有
名
。こ
の
社
は
、も
と
洛
中
に

あ
っ
た
が
、天
正
年
間
、豊
臣
秀
吉
の

都
市
計
画
で
現
在
地
に
移
り
、以
来

四
百
年
間
、街
の
中
心
、心
の
拠
り

所
と
な
る
。

丑の頭をなでると、頭が良
くなると言われています！

願いごとを記した紙を中
に入れ、境内の『大願梅
の樹』につるすと、願いが
叶うと言われています。

飲用に適する良質の井
戸水で、多くの方々が、
参拝とともにお水取り
に参られます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・・

デジタル紙芝居や

からくりおみくじも

面白いですよ！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・

・・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・
・・・・

・・・・・・

錦
天
満
宮

錦天満宮
にしきてんまんぐう 中京区新京極通り四条上る中之町537

TEL.075-231-5732　URL www.nishikitenmangu.or.jp
拝観・開館時間 8：00～20：30　休日・休館　無休



染殿院
そめどのいん 京都市中京区新京極通四条上ル中之町562

TEL.075-221-3648
拝観・開館時間 10：00～18：00　休日・休館　無休
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安
産
祈
願
の
お
地
蔵
さ
ん

「
そ
め
ど
の
さ
ん
」

　四
条
通
角
の
派
出
所
の
横
を
北
へ

入
っ
た
と
こ
ろ
。文
徳
天
皇
の
皇
后
藤

原
明
子（
染
殿
皇
后
）は
こ
の
お
地

蔵
さ
ん
を
祈
っ
て
清
和
天
皇
を
降
誕

さ
れ
た
と
い
う
。そ
れ
に
あ
や
か
り
、

安
産
の
お
地
蔵
さ
ん
と
し
て
名
高

く
、現
在
も
女
性
の
参
拝
客
が
絶
え

な
い
。

　安
産
祈
願
に
行
く
と
、腹
帯
・
札
・

お
守
り
の
セ
ッ
ト
が
い
た
だ
け
ま
す
。

入り口には可愛い
お地蔵さんが並ん
でいます。

1つ1つ手作りで作られてい
る「そめどの犬」
人気で制作ペースがおいつ
かないこともあるとか。

・・・・・・・・・・・・
・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・
・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・
・・・
・・・
・・・・・・

・

新京極からはもちろん
四条通りからも入れるよ

18

染
殿
院

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・

・・
・・
・・
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こんなにあるんです！！実は
新京極御朱印コレクション

ギ
モ
ン
そ
の
一

御
朱
印
っ
て
何
！？

元
は
納
経
の
証
し

現
在
で
は
参
拝
記
念

　
御
朱
印
集
め
の
原
点
は
、平
安

時
代
に
始
ま
っ
た
西
国
三
十
三

所
観
音
巡
礼
な
ど
の
巡
礼
に
あ

り
ま
す
。江
戸
時
代
中
期
に
な

り
、巡
礼
で
納
経
し
た
証
し
と
し

て
寺
院
が
朱
印
を
与
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
御
朱
印

の
始
ま
り
で
す
。そ
の
後
、七
福

神
巡
り
な
ど
神
社
に
も
広
が
り
、

神
社
で
も
御
朱
印
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在
で

は
参
拝
の
記
念
と
し
て
よ
り
気

軽
に
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

ギ
モ
ン
そ
の
二

何
が
書
い
て
あ
る
の
！？

中
央
に
は
仏
様
や
神
社
名

日
付
も
入
れ
て
く
れ
ま
す

ギ
モ
ン
そ
の
三

ど
う
や
っ
て
も
ら
え
る
の
！？

ま
ず
は
御
朱
印
帳
を
ゲ
ッ
ト

墨
を
吸
っ
て
乾
き
や
す
い
和
紙
の
御

朱
印
帳
を
買
い
ま
し
ょ
う
。メ
モ
や

ノ
ー
ト
に
は
書
い
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。小
さ
い
寺
社
で
は
御
朱
印
帳
を

売
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
気
に
入
り
の
御
朱
印
帳
を
買
っ

て
か
ら
寺
社
に
出
掛
け
て
。

御
朱
印
は
お
寺
の
納
経
所
や
神
社
の

授
与
所
な
ど
で
い
た
だ
け
ま
す
が
、ま

ず
は
ご
本
尊
や
本
殿
で
参
拝
し
て
か

ら
。時
間
に
は
余
裕
を
持
っ
て
！

納経所や授与所は9：00～16：00頃
までが受付時間となっている場合が
多いです。深夜や早朝などに無理に
お願いするのはやめましょう。

時間は守りましょう
集中して書いていただいているので、
その間におしゃべりしたり写真を
撮ったりするのは迷惑になるのでや
めましょう。

書いて頂いている間は静かに
複数の御朱印がいただける寺院など
で御朱印の指定をすることはできま
すが「この字を書いた人に」という人
の指定はできません。

書き手は指定できません

つつしんで参拝しました、という
意味

奉拝の字

霊場名と札所の番号の印
右上の印

仏法僧をあらわす三宝印。ご本
尊を梵字であらわしたご宝印が
押される事も

中央の印

ご本尊の名前。神社は神社名の
ことが多い

中央の字

寺院の名称や山号。誓願寺は総
本山と書かれている

寺院名

寺院名を刻んだ印。漢字の古書
体である篆書で書かれる場合も

寺院・神社の印

参拝した年月日
日付

誓願寺の場合

STEP1STEP2

ルールは守って楽しみましょう♬

気軽に！楽しい！！集めたい！！

狭い範囲にたくさんの寺社が集まる新京極は御朱印集めデビューに最適な場所。
御朱印についての疑問を解決したら、お気に入りの御朱印帳を持って気軽に出掛けてみましょう！

新京極にある五寺社の御朱印をピックアップ。仏様や神様と縁を結んだ証しのありがたい御朱印が、
たった２時間ほどでこんなにたくさんいただけます。

を持って出かけませんか？御朱印帳

御朱印ナビゲーター

西村 由美子
フリーライター＆御朱印オトメ部主宰。京都を
中心に御朱印情報をブログで発信しています。

http://ameblo.jp/yumimi-kyoto/　
著書に『かわいい京都 御朱印ブック』

（主婦の友インフォス情報社）

誓
願
寺

西
光
寺 

寅
薬
師

蛸
薬
師
堂 

永
福
寺

伝
教
大
師
作
の
薬
師
如
来
を
お
祀
り
し
た
お
堂
を

作
って
永
福
寺
と
し
た
の
が
始
ま
り
。
御
朱
印
は

４
種
類
、御
朱
印
帳
も
あ
り
ま
す
。

↑「本尊 阿弥陀如来」。中央
には阿弥陀如来をあらわす梵
字キリークのご宝印が押され
ています。

誠
心
院

和
泉
式
部
が
初
代
住
職
を
務
め
た
お
寺
。

和
泉
式
部
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。御
朱
印

は
本
堂
裏
手
の
納
経
所
で
い
た
だ
け
ま
す
。

←ご本尊
「阿弥陀如来」の
御朱印。右上に
は京洛六阿弥陀
第六番の印があ
ります。

浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
総
本
山
。六
つ
の
巡
礼
の
札

所
と
な
っ
て
い
る
古
刹
。和
泉
式
部
ゆ
か
り
の
お
寺

と
し
て
、和
泉
式
部
が
描
か
れ
た
御
朱
印
帳
も
あ

り
ま
す
。

→洛陽三十三所
観音巡礼第二番

「大悲尊」。
一言で願いを叶
えてくれる「一言
観音」は弘法大
師作と伝えられて
います。

←京都十二薬師第十二
番「蛸薬師如来」。病気の
母に好物の蛸を買う親孝
行な僧の逸話からこの名
になったそう。

←「鯉地蔵尊」。地蔵尊の
信仰者が文箱を鴨川に落
としてしまったら、鯉があら
われて届けてくれた、という
伝説から鯉地蔵尊と呼ば
れるように。お地蔵さんの
印が特徴。

→「阿弥陀如来」。蛸薬師
堂の裏にある阿弥陀堂は
松平信光が嫡男の菩提を
弔う為に建てた妙心寺と
いうお寺。松平家の家紋
ゴールドの 三 つ 葉 葵が
光っています。

→「京極七福神」。神仏に
深く帰依すれば七つの大
難がなくなり、七つの福が
得られるというありがたい
神々をお祀りしています。
中央には宝船の印が押さ
れています。

↑京都十二薬師霊場第十一
番「寅薬師如来」。弘法大師
作と伝えられ、寅の日の寅の刻
に完成したことから寅薬師に。

後
宇
多
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
、寅
薬
師
と

わ
れ
る
薬
師
如
来
を
安
置
す
る
た
め「
寅

薬
師
」と
親
し
ま
れ
て
い
る
お
寺
。

↑「錦天満宮」。中央上には
社紋の梅紋。直筆ではありま
せんが書道家の方が書かれた
文字が印刷されています。

錦
天
満
宮

菅
原
道
真
公
を
主
祭
神
と
す
る「
錦
の
天

神
さ
ん
」。錦
市
場
の
守
り
神
で
、学
業
に
加

え
商
売
繁
盛
に
も
ご
利
益
が
あ
り
ま
す
。

この他にもあります！
新西国十五番「大悲尊」、法然上人二十番

「圓光大師」、西山上人九番「西山国師」、真
盛上人六番「慈摂大師」、ご詠歌があります。

参
拝
し
て
か
ら

　
　い
た
だ
き
ま
し
ょ
う



誓
願
寺

三
条
通

四
条
通

六
角
通

ろ
っ
く
ん
プ
ラ
ザ 蛸

薬
師
通

錦
小
路
通

誠
心
院

西
光
寺

蛸
薬
師
堂

安
養
寺

善
長
寺

錦
天
満
宮

染
殿
院

イラスト：門谷 風花


